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液体気化供給器 

液体マスフローメータ 

液体マスフローコントローラ 

コントロールバルブ 

気化器 

 

トラブルシューティング 
 
1. 修理依頼の前に 
 
弊社へ修理を依頼される前に、本書の内容に従い、液体マスフローメータ/コントローラ・コ

ントロールバルブ・気化器（以下、それぞれ「LM」、「LC」、「CV」、「VU」とする）の使用環境、

使用方法についてチェックして下さい。 

 

2. ゼロ点調整について 
 
ご使用になる環境（設置位置、使用液）でゼロ点調整を行って下さい。 

(1) LM/LC 前後のシャットオフバルブをクローズして、差圧（液体の流れ）が無い状態に

して下さい（ゼロ点調整時のフロー例 参照）。 

(2) LM/LCへバルブクローズの信号を入力して下さい。 

(3) 本体上部のゼロ点調整用押しボタンスイッチを押下して下さい（写真参照）。 

（5秒以上押下しないで下さい。通信設定が初期値にリセットされます。） 
 

 

 

 

 

  
                   

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. 主なトラブルとその対策 

症 状 推 定 原 因 対   策 

流量が一定の状態で変

化しない 

(F.S.120%付近表示) 

バルブ制御入力にオープン

信号が入力されている 

バルブオープンモードになっていると、流

量設定入力に関わらず強制的にバルブ

オープン状態になります。 

バルブ部での内部リークの発

生 
弊社へ修理依頼をして下さい。 

センサに異物が混入している 

逆パージを行い復帰するか確認して下さ

い。復帰しない場合は弊社へ修理依頼を

して下さい。 

必要差圧を超えている 
液体の圧送圧力を下げ、仕様圧力範囲

内の差圧にてご使用下さい。 

（N.O.品の場合） 

各機器へのケーブル不接続 

電源ケーブルが接続されていないと、ク

ローズ及び制御しません。 

LMとVU/CVを組合せている場合は、専

用ケーブルで接続されていないと、VU内

部搭載のバルブがクローズ動作及び制

御しません。 

アナログ/デジタル制御して

いる 

想定されている制御モードになっていな

い可能性があります。Windows PCと専用

デジタルインターフェイスケーブルにて確

認していただく事が可能です。又は、弊

社営業担当へご相談下さい。 

流量が流れない 

(流量出力0付近表示) 

バルブクローズ信号が入力さ

れている 

＜アナログモード動作時＞ 

バルブ開閉入力端子（D-sub pin1）にクロ

ーズ信号（-15VDC）が入力されている

と、流量設定入力に関わらず強制的にバ

ルブクローズします。 
 
＜デジタルモード動作時＞ 

バルブクローズ信号が入力されていると、

流量設定入力に関わらず強制的にバルブ

クローズします。 

センサ（ LM/LC ）やバルブ

(VU/CV)に異物、生成異物に

よる閉塞が生じている 

バルブオープンにしても流れない場合

は、流入した異物や生成物により流路に

閉塞が生じている事が考えられます。何

度かオープン／クローズ動作させても症

状が変わらない場合はオーバーホール

が必要です。 

必要差圧を下回っている 
液体の圧送圧力を上げて、仕様圧力範

囲内の圧力でご使用下さい。 

（N.C.品の場合） 

各機器へのケーブル不接続 

電源ケーブルが接続されていないと、オ

ープン動作及び制御しません。 

LMとVU/CVを組合せている場合は、専

用ケーブルで接続されていないと、

VU/CV内部搭載のバルブがオープン動

作及び制御しません。 

（空圧弁搭載のVUの場合） 

空圧弁が閉まっている 

VU搭載の空圧弁がクローズしていると

流れません。空圧弁には指定圧力の圧

縮空気を供給してバルブをオープンして

下さい。 

アナログ/デジタル制御してい

る 

想定されている制御モードになっていな

い可能性があります。Windows PCと専用

デジタルインターフェイスケーブルにて確

認していただく事が可能です。又は、弊

社営業担当へご相談下さい。 

ゼロ点がずれている 

(オフセットする) 

暖機不足 

電源投入後、 

LM/LC/CV： 5分間（推奨30分間） 

VU：      60分間（設定温度到達後） 

の暖機が必要です。 

電源投入直後や暖機中はゼロ点が安定

しない事があります。 

環境温度が低い/高い 

動作温度は15～35℃（標準品）です。この

温度範囲外の場合はゼロ点がずれる場合

がありますので暖機完了後にゼロ点調整

を行って下さい。又、仕様により、環境温度

が指定されている場合があります。その際

は指定の温度に調整して下さい。 

COMラインの処理が不適切 

COMMON電位差により設定値と出力値

に差が発生しています。各Modelの取扱

説明書をご確認のうえ適切なCOMMON

処理を行って下さい。 

異物（固形物、ガス）の流入 

LM/LCは液体用です。固形物や気体が

流入すると正しい測定ができません。ク

ローズ時のゼロ点についても正しい値を

示しません。 

パージして取除いて下さい。 

低流量域の制御が出来

ない 

(バルブクローズしてい

るのに流れる) 

内部リーク 

VU/CV内部のバルブシート部に異物が付

着した場合は、クローズ性が低下します。

内部リーク量以下での制御は不可能のた

め、弊社での修理が必要です。 

必要差圧を超えている 
液体の圧送圧力を下げて、仕様圧力範

囲でご使用下さい。 

高流量域の制御が出来

ない 

(バルブをオープンして

も流れない) 

差圧不足 
液体の圧送圧力を上げて、仕様圧力範

囲でご使用下さい。 

センサやバルブに異物、生成

物による閉塞が生じている 

バルブオープン動作させても、それ以上

流れない場合は流入した異物や生成物

により流路が狭窄化して、設定通りの流

量が流れなくなっています。 オーバーホ

ールが必要です。 

MFCの制御出力が安定

しない 

(発振する) 

気相（気体）によるもの 

(導入初期) 

液体を導入した直後は十分に液体置換

がなされていない状態である可能性があ

ります。この場合は液体と気体が交互に

流れる状況にあり、正常に制御せず、出

力が安定しません。 

しばらく制御動作を継続して、気相（気

体）をパージして下さい。 

気相（気体）によるもの 

(通常使用中) 

液体の圧送ガスにヘリウム以外を使用し

ている場合は、液中の溶存ガスが気化

（気泡）して安定した測定・制御ができなく

なる場合があります。液体の圧送ガスに

はヘリウム（液体への溶存度が低いガ

ス）を推奨いたします。 

又は一度、液体タンクを真空脱気して、

比較的低い圧力で液体圧送すると良化

する場合があります。 

差圧が大きすぎる又は小さす

ぎる 

液体の圧送圧力が高すぎる、又は低す

ぎる場合は、発振（ハンチング）が発生す

る場合があります。液体の圧送圧力を仕

様範囲内に設定して下さい。 

又、液体の圧送圧力とVUへのキャリアガ

スの圧送圧力は同じ圧力にして下さい。 

LM/LC-3000L シリーズ LM-2000A シリーズ※ 

LC-5000Cシリーズ 

ハンドバルブ LM/LC ハンドバルブ VU/CV 

ゼロ点調整時のフロー例 

クローズ クローズ クローズ クローズ 

LM
LC

VU/CV

レギュレータ 



入口または出口圧力の変動 

液体の供給ラインが上流で分岐している

場合において、他のラインの動作切替え

時の圧力変動により制御動作が乱れる

場合があります。 

この場合は他のラインの動作切替えをより

緩やかに行う事で、圧力変動に伴う制御動

作の乱れを緩和する事が可能です。 

接続配管への振動 

液体送液配管に振動が加わると正確に

流量計測できません（測定出力が振れま

す）。 

送液配管に振動が加わらないように配

慮して下さい。 

PIDパラメータのミスマッチ 

LM/LC内部のPIDパラメータをご使用の

条件に最適化する事で安定化する場合

があります。Windows PCと専用デジタル

インターフェイスケーブル、調整用ソフト

ウェアをご用意いただき、ユーザ様にて

調整していただく事が可能です。 

又は、弊社営業担当にご相談下さい。 

VUヒータ昇温不足 

昇温不足により、液体が気化せずミスト

状で吐出、又は気化器内で液溜まりが

発生する可能性があります。適正気化温

度でご使用下さい。 

VU出口配管保温不足 

気化器出口の配管温度が低下している

と、気化吐出したガスが再液化する可能

性があります。気化器出口の配管は保

温を行う等、温度が低下しないように処

置して下さい。 

設定値と出力値に差が

ある 
COMラインの処理が不適切 

COMMON電位差により設定値と出力値

に差が発生しています。各Modelの取扱

説明書をご確認のうえ適切なCOMMON

処理を行って下さい。 

設定値通り制御するが

実際の吐出量が多い、

又は少ない 

ゼロ点のオフセット 

ゼロ点がプラス側へオフセットしている場

合は、その分少なく制御します。ゼロ点

調整を行って下さい。 

液体の温度 

液体の温度が環境温度（及びLM本体温

度）に比べて高い、又は低い場合は、正

確な流量計測ができません。液体の温

度は環境温度（及びLM/LC本体温度）と

同じにして下さい。 

応答性が遅い 

差圧不足によるもの 
液体の圧送圧力を上げて、仕様圧力範

囲でご使用下さい。 

液体の粘度が高い場合 

高粘度の液体を流す場合は、応答性が

遅くなる事があります。この場合は各機

器間の配管長を短く（1m以内）していた

だくか、PIDパラメータを調整する事で応

答性が早くなる場合があります。デジタ

ルインターフェイスを通じて調整いただく

か、弊社営業担当にご相談下さい。 

流量設定2%以下の制

御ができない。 

バルブ制御モードが

2%CLOSEの設定になってい

る 

2%CLOSEの設定がONになっていると、

2%以下の設定を入力しても強制的にバ

ルブクローズ動作となります。 

アラームAが出力する 

（LED赤点灯） 

アラームタイマーが短い設定

になっている 

流量設定変更直後の応答過渡時は、一

時的に設定と出力は不一致となります。 

アラーム幅が狭すぎる設定に

なっている 
アラーム幅を広く設定して下さい。 

必要差圧範囲を下回っている 必要差圧範囲内でご使用下さい。 

アラームBが出力する 

（LED赤点滅） 

液体の流れがある状態でゼ

ロ点調整を実施した 

液体の流れが無い状態（ゼロ点調整時

のフロー例 参照）でゼロ点調整を実施

して下さい。ゼロ点調整後もLEDが赤点

滅している場合は、弊社へ修理依頼をし

て下さい。 

LED点灯、点滅しない 

（消灯したまま） 

正しい電圧が供給されていな

い 

正しい電圧が規定の端子に印加されて

いるか確認して下さい。 
 
所要電源 

LM/LC-3*02L: +15VDC 100mA 

          -15VDC 50mA 

LM/LC-3*12L: +15VDC 150mA  

          -15VDC 200mA 

LC-5000C     : +24VDC 230mA 

通信できない 

MAC ID、デバイス番号が重

複している 
重複しないように設定をして下さい。 

通信規格、ポート設定の誤り 

（LM/LC-3000L） 

LMの通信規格、ポート設定は以下の通

りです。 
 
通信規格  

 LM-2000Aシリーズ※：RS-232C 

               （非同期全二重） 

 LM-3000Lシリーズ：RS-485 

             （二線式半二重) 
 
ポート設定 （モデル共通） 

 ボーレート       ： 9600bps 

 キャラクタ長     ： 7bit 

 パリティ     ： 無し 

 ストップビット ： 2bit 

デイジーチェーン接続最大数

を超えている 

（RS-485通信） 

接続数を32台以下にして下さい。 

Ether  CAT通信コネクタへの

接続誤り 

（LC-5000C） 

Ether CAT通信コネクタは、IN、ＯＵＴの区

別があります。誤った接続では通信でき

ませんので正しく接続して下さい。 

4. アフターサービス 
 
(1) 洗浄、校正 

長期間のご使用においては内部にパーティクルの付着、生成物の蓄積等により検出流量、

制御流量が異なってくる事が考えられます。このような症状が現れる前に定期的なオーバ

ーホールをお勧めします。 
 

※LM-2000Aシリーズは、2018/7/31を以てメンテナンス対応終了とさせていただいております。 

    後継機については弊社営業担当へお問い合わせ下さい。 
   

 

(2) 弊社製品返送に関するお願い 

弊社製品に毒性又は腐食性の高い流体を流された製品を返却される際は、以下の点に注

意して返却して下さい。 
 

1)    機器を配管から取り外す前に十分にパージ真空引きを行い、流体を完全に除去して下さい。 

2)     反応性の高い流体を使用された場合は、窒素置換をして下さい。 

3)    必ず継手にキャップをかぶせて、ゴミや外気が入らないようにして下さい。 

 4) 仕様流体と実際に使用されていたガスが異なる場合については、必ず実際に流されて

いた流体を明記して下さい。 

5)    不具合の内容をできるだけ詳しく記載して下さい。 

 6) 梱包の際には機器の破損を避けるために緩衝材を使用するなど機器に強い衝撃が加

わらないようにして下さい。 
 

  以下の場合について、修理・点検はお受けできません。 

1)    放射性ガスを流された場合は、修理点検はできません。返送をご遠慮下さい。 

 2) 返送された内部に液体等の不明物質が残留している場合は、残留物質が何であるか明記し

て下さい。人体の安全のため、明確になるまで修理点検はできません。また、危険性の高い

物質は修理点検をお断りする場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              http://www.lintec-mfc.co.jp 

        本社・工場  〒520-2277滋賀県大津市関津四丁目1番23号     

                 TEL.077-536-2210 FAX.077-536-2215 

            東京営業所 〒160-0004 東京都新宿区四谷4-30-14 服部ビル3F 

                   TEL.03-5366-2801 FAX.03-3341-3513 

http://www.lintec-mfc.co.jp/



